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7月 第 102.3週の礼拝説教要約

・ 7月 4目 :ル カ福奮書 6:27‐ 36

「 敵をも愛する 」

・ 7月 11園 :ル カ福音警 7:1卜 17.

「 若者よ、甦れ 」

・ 7月 18日 :ル カ機警書 7:18-23

「 贖かない人の幸 tヽ 」

0 7メ毒251凛 :(宙 原牧師、夏期体暇のため要約|は ありません。)

衣笠癬隣教会 牧書雨 爾藤覺―郎



鋭 棋 《 散をも度する 》

「 献争変する 」と|ヽ うす鸞デメシヤ=キ
Iリ ストの會かケ分ぐらねる時

|(そ のす景の壼みは、聖意の気|こ とっては計争ま,れ なヽヽものとなります。

アツガニスタンで新人権争樹嵐した勢カウく、九ず最和 lt l曰 勢力との議

f9を 営‡したのは,上 働lt値 ヒます。ただ、そ鞣うヾ鐵難争極める方針であ

るのぼ誰の議ltも あきらかで
｀
す。敵対縄係 |で ある書寧着瑶志が、千イロの

織詩のためlt奔たこつつ衝突争難けることは、ほぼ不可能だ十らて
｀
す。

誉代、聖輩の機がカナンの減引モ横よした機 !て 、イスラエルニ国の定設

のため1電 ど
｀
れだけの血が流すれた力`》懲億 ヒてみればよくわ力`ります。

お領者となった者代イスラエルが、ヽ ち`♀く、出争雪のイも民族の爆題Kf?)

のノてめの政鎌島争確鍵ヒたのは、不可能き¶籠 |(す るための子肉の策で
｀

した。ユダヤ人11番 史的|(筑―ス圏の時代も李めて、数多くの紋対者と

オ鶏対する遅爵規tあ りました。自身のための独上国家は、その議統が銀難

となり常|(降 国からの崚痣争費け↓傾 fオt固境線争奥ヽヽ、多民族との共

存1裁 |ナ らになヽ`も録となります。

ユダヤ人11、 そのアイデンテイテイーの爆持の為の負族主義の強化奮

打ちムヒます。その根決をユダヤ数の麟K=樺法)に 置き、解釈におけるネ

軟性争お卜除し、「練法上義」の環イこと賞徹 |て こだわりました。荼■や律法

学者や′ヾリサイ人もうゞ十.ヽ となわj螢 力lt維 ヒ進められたκ族主義は、や

がて、あろうことか神キ)リ ストに対する1ぬ鮭キ氣Iも として1黙 え上がること11

なり講ず。しかし、こうした人間の導っノ(イ古イ
`P綺

争饉濯〕1、 本未なら、人類

が景議11事 費すべき神の選悠争、矮小化してとまヽ` その結果ユダヤ人

の独自|ム |ず

｀
かりが1多咸すれて機民族や翼牧掟との問 |(、 離オ」な亀蒙デ生

ごる事態となりまヒ′ξ。

けれど
｀
も、維で

｀
あれ民族 ltか つ`わらず、同ビ枠の波盗物として生きる

者で'す 。イヤ械その波痣物うヾムヽ`1(憎 ヒみあうことも、投ヒあうことも賀

滅ね載ゼんし、1鸞 こあ警蛹4選 想うヾはびこることも賀麟れ崚てん。

Fあ なノ轟 たヾの人(神 )が 懲ヒみ深、ヽまうに、あなたがたも懲とみ黛 畢ヽ

奪となりな李ヽ` 」、これ峰ヾ錢惨ムで
｀
ある人なる神棟の真Jヾ なので

｀
す。



説 牧  《 薔者よ、処れ 》

ナインとヽ う`場所11,イ エスの波郵のナザレから轟駒薫|(約 ノθκ晟

ほど
｀
すった島聞部 |で ありこの比ぼ囃一、ルカイ轟誉‡のこの箇所にだけ出

てき議す。このユピソー ドも、ルカだけが夕,っ てヽ`ます。衝會ヽ`こと|(

棺 (級栄=口 厚縄)と ヽ`う率語の使環も新的整奮て
゛
はここだけで

｀
、1難 約曹奮

it if圏 畿語うヾ数ヶ〃機そ才ヽも番史|(の こる有力者C)暴薇の場蓄|(だ |ナ 璃

ヽ`ら繰てヽ`ます。囲1(、 十字策う` ら降ろされたイエス・キ)リ ストので多勤で

で
｀
す宅拮 (れ栄=6θ ρ;3)う 用ヾヽ`られノ(と ヽヽう形跡がなしヽのて

｀
す。

おそらくこの若者 11、 現地の有力者の子,無 だったと考えられます。人

勢の人々が彼の七骸の霧癬t代 ってヽ`る九景 11、 1職 海留‡の省ヵなの準儀

の場薔な祐イ帯とすゼるものうヾあります。ただ、義跡の発源 と1壼 理い 、`この

仮設静裏欄Hす る根決は、化 lt(1あ り減ゼん。

このユピソード|(関 しては、ともすると違されて嗅き越 ヒむ象蜂の骨

机のがだけがクローズアップさ″tま す。イエスの行動機、ますにその無

嗅の終 ,亀 のノ(め のものとしてのみ解釈されてしまヽ`ます。

ところが、この若者の機 1看 11骨机が幕ぶだけで
｀
ぼ終わり減ヤん。さら

なるエピソードが付け歩わります。何で
｀
こょう?賞 は、この着嗜目1」逢り

ただ|ナ て
゛

|ま なく、九って何かま赫 り鶴めるのです。寝すで'ヒ ょうか? も

こそうだとすると、彼が諸ったとヽ`う事実械わざわさ
゛
オ3奇嗜H(11記載 f

れなう`っ/(で
｀
しょう。

薇械静 った、人 lt対 して。この場 |(居 春わぐた輩帆 と、その背機 tt氏 り

てヽ`る人勢の参理者 lt対 して、彼は明 らうヽ 1(賛か争語ったので
｀
ヒた。そ

の几うヾ九腋されることltよ り。救われる人々、姜堵する人勢の人々|《 対

して、何ヤ嗜 壌蓄ってヽ`るのです。

まら|(、 その時の風響うヾ大きかった。人々械9々 |て 、「神はその民き,額

みてくださった。」と嗜び、政た、その人きな力浄委鶏撃したイエス・キリス

トのことな。彼 らのス十に出現 したFィ輩入ヤ預‡者」として称贅 してヽ`る

のです。この一人の峨者の凝雄劇うヾ、ただならぬム永事で
｀
あり、神が番史

11介入事ねノ(一例で
｀
あっ′ぐこと争、統者械惨 らな|十 ″tば ならなヽ`のて

｀
す。



説 教 《護や`なヽ`人のやヽ` 》

F本たるべきがは、あなたで
｀
とょうか。それとも、ほかの意をま/〔 なけ

ればなり崚ヾ んう`。」。このコノヽネや` らの切問は、夫宇i亀 り切賞な問ヽ`で
｀

こた。同ビルカイ轟誉‡の降鍵節のた事碑tム てくるシメオン(預す者?)は

イユスがキ)1ス トで
｀
あることな、その締子の設階て

゛
督懺H(よ ってタロらす

ねましたが、れれ者コハネ|(ぼ 同様のキ芸口|ま なかったようで
｀
す。彼がイ

エスlt激滅ヒ繊費|ナ た時 11も 、イエスのネ本曖фきより雄く夕,る ltは 二り

ませんで
｀
とた。ただ、ヨハネの弟子たち械、なぜテイエスの言動を逹一コ

ハネ|(1餞春する/ご めit――書時、ヨハネはヘロデltよ って検献されてヽ`

た……・献中のコハネとイムスとの間を、矢代ギ行きネしてヽ`たようで
｀
す。

薇 らが戯攀 したイエスの行動とは、イザヤ‡ ltれ されてヽ`た救ヽヽの時が

そのままら
'L質

のものとなってヽ`る1キ なので
｀
す。

。・・神ザふられ、あな̂た がたな救う。その時几えない人の日1贅 閉

けられ、聞こえなヽ`人の軍1鷲 閑かれる。資の時、ナけなヽ`人は魔

のように膨ヒび11れ 、口のォ哺けなヽ`人の十械輩た声争あげる。

(瞥‡議会姜n沢 イザヤ會35:率θ一るa)

「 イヤうヾネらわ、あなたがた争救う 」その1なが、イエス。キリストが永ら

ねたことによって賞現・してヽ`る。この事実争、ヨハネのイ史ヽ`で
｀
ある薬子

連載働攀紅人となって献中の師 |(無寺ヒなければな11,議 ヤん。

ただ、イエスのま械、その始どが、神の領効靱ておヽ`て賞塊する11ず の事

例で
｀
す。しかし、それがもヒ人間の領成で

｀
賞現 しメ(場春 lt、 このせのスの

A應 はど
｀
うなるので

｀
しょう。

オやキリストの真壼はヽ`今`なる場面におヽ`ても、そのしるしか人がイ吉ビ

るのか、修ビないのう`な迫るもので
｀
す。これを費け入れるのう`7そ れど

も暁け入れなヽ`の力` ?

洗イし者コノヽネにも、また、その弟子逢 lt対 しても、会く織ビ報ヽ`が投げ

かけ鏃れてヽ`ます。 :ヽや 、人々のス十11あ るオやとその国のヒるこれ几て

しまっ′ξ奪なら観Hlで
｀
も。


